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概要 
技術的な進歩の著しい我が国の家庭用洗濯機について，メー
カー（パナソニック，日立，東芝，シャープ）が発行している
カタログを情報源として，2017年夏現在の最新機種の機能につ
いて，洗剤の洗浄効果を高める機能，高温洗浄，機械力で洗浄
効果を高める機能，おしゃれ着洗いの機能，乾燥機能，清潔や
省エネ・節水に関する機能の観点から情報を収集し，分析・解
説するとともに，時間を遡る形で最近(概ね2000年以降)の技術
的進展の推移・動向をまとめた。 
 
1.序論 
家電製品の三種の神器の一つとして，1950年代後半(昭和30
年代)から普及をし始め（1953年の三洋が先がけ），そのことに
よって家事労働を大幅に低減することに貢献した家庭用電気洗
濯機は，内閣府の耐久消費財の消費動向調査によれば，世帯普
及率が1965年には70%，1970年には90%と，家庭生活にはなく
てはならない機器となっている。 
1960年には脱水槽を追加した二槽式洗濯機が，1965年には洗
濯から脱水までを一槽で行う全自動洗濯機が発売され，マイコ
ンによる水流の制御が加わり，より機能性の高い製品になって
いった。さらに近年に至っては，様々な機能を付加し，デザイ
ン性にも優れた商品となっている。我が国の洗濯機について
は，その歴史をまとめた文献1,2)や，その時々の洗濯機の動向を
紹介した文献3-5)があるが，ここでは，メーカーが発行している
カタログを情報源として，2017年夏現在の最新機種の機能を挙
げ，そのネーミングを記載するとともに，そこから時間を遡る
形で，最近（概ね2000年以降）の技術的進展の推移・動向をま
とめる。 
 
2.調査方法 
 2017年7月の時点において，家庭用洗濯機を販売している主
な日本のメーカーのカタログ（商品の情報提供用として，電器
店などの店頭で配布しているもの，図１）を資料とし，洗浄機
能，乾燥機能，清潔や省エネ・節水機能について，その記載内
容を読み解くとともに，手元に収集してきた過去(概ね2000年
以降)に発行された毎年のカタログを調査し，現在搭載されて
いる機能がいつ登場し，どのような経緯を経て現在に至ってい
るのか，それ以前の機能としてはどのようなものがあったのか
をメーカーごとにまとめる。 
 家庭用洗濯機を販売している主なメーカーと言える企業は，
パナソニック株式会社（2008年までの企業名は松下電器産業
株式会社），日立アプライアンス株式会社，東芝ライフスタイ
ル株式会社（2016年より中国・美的集団のグループ），シャ
ープ株式会社（中華民国・鴻海精密工業の傘下）である。この
ほか，三洋電機株式会社から事業譲渡されたハイアール・グル
ープによるアクア株式会社もAQUAブランド（「AQUA」は
三洋の洗濯機のブランド名）で販売をしているが，ここでは，
アクア株式会社による商品は，三洋の商品を必ずしも継承でき
ていないことなどから，調査は部分的とし，2011年まで販売
が為されていた三洋の商品も一部対象とするのみとした。三菱
電機株式会社（製造は日本建鉄株式会社）も2008年まで販売
していたが，ここでは取り上げない。なお，以下，メーカー名
は上記の下線部を略称として用いる。 
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3.調査結果と解説 
洗濯機の方式としては，欧州では，洗濯槽(円筒)を水平に置
いて水平の回転軸で槽を回すドラム式が使われているのに対し，
我が国は，渦巻き式（1953年当初は噴流式）という洗濯槽の
底にある回転翼（パルセーター）で水流を起こして洗う方式が
用いられてきた。我が国でも2000年以降，ドラム式が普及し
てきた（ただし，2010年の普及率は15.4%とそれほど高くはな
い6)）ことに伴い，洗濯槽が縦になっている渦巻き式は「タテ
(縦)型洗濯機」と称されるようになった。この呼称は，二槽式
キーワード：洗濯機，機能，洗浄，乾燥，家電  
との区別のため「全自動洗濯機」と称していたのに対し，ドラ
ム式との区別の必要性から生まれたものであるが，カタログに
おいては，メーカーによって使われ始めた時期にずれがあるも
のの，2005年以降「タテ型」「縦型」という呼称で表現して
いる。 
 ドラム式とタテ型では，様々な機能発現の方法に差があるが
共通する部分も多いため，特に明確に分けるのではなく，併せ
て論ずることとする。以下，いくつかの機能別に，2017年現
在の各メーカーの洗濯機に搭載されている機能を挙げ，その機
能がいつから搭載されているか，それ以前の機能はどのような
ものであったのかを記載していく。 
 
3-1 洗剤の洗浄効果を高める機能 
洗濯機で最も重要なのは，汚れ落ちがよいかどうかである。
洗浄力増加のためには，次に述べる温度や洗濯機械力以外に，
洗剤の力を有効に発揮させる必要がある。その方法についてま
とめる。 
(1)パナソニック 
パナソニックは，2017 年現在，ドラム式もタテ型も「即効
泡洗浄」という機能を前面に出している。これは，洗剤を泡に
すると汚れにアタックする面積が大きくなり，界面活性剤の働
きが高まるというものである。この機能名称は，2015 年から
使われており，2014 年は「即効」のない「泡洗浄」という呼
称であった。いずれも「ジェットバブルシステム」という高水
圧で泡を作るしくみである。それ以前は，2010 年以降は高濃
度泡洗浄という名称で，2010 年以前は，2002 年に世界初の泡
洗浄という表現で，泡により洗浄力を高める方式が搭載されて
いる。 
(2)日立 
2017 年現在，強力循環ポンプによる「ナイアガラシャワ
ー」で，高濃度洗剤液を浸透させて汚れを落とす方式がドラム
式に採用されており，2014 年から搭載されている。それ以前
は「ビッグドラム洗浄」という名称で，他社よりも大口径のド
ラムで大きな落差によるたたき洗いが洗浄力を高めるとしてい
た。ビッグドラム（2006 年のドラム式洗濯機の発売開始より
このブランド名が続いている）による洗浄効果に加え，洗剤液
のシャワーにより洗浄時間を短くすることができるとしている。
なお，「ナイアガラ洗浄」は 2013 年の機種から搭載されてい
る。そのネーミングは，力強い水流を想起するものである。 
一方タテ型については，日立の主力はビートウォッシュ方式
を採用していることから，高濃度洗剤を衣類にしっかり浸透さ
せる方式を，ナイアガラビート洗浄と称している。ビートウォ
ッシュとは，通常のタテ型洗濯機が，洗濯槽の底にあるパルセ
ーターで水流を起こして衣類を動かすのに対し，ビートウィン
グという二つの山を持つ回転盤（その形状は段階的に変化して
きており，後述する）が，衣類を舞上げたり反転させたり入れ
替えたりして動かす洗浄方式である。2014 年以降のナイアガ
ラビードという名称の前は，「シャワービート洗浄」や「エコ
ビート洗浄」という呼称が 2009 年から使われている。 
(3)東芝 
2017 年夏のカタログにおいては，タテ型に「ウルトラファ
インバブル洗浄」の機能を業界初で搭載した新機種が掲載され
ている。泡による洗浄は他社にもあるが，家庭用洗濯機以外の
分野でも注目が集まっている先端技術としてのファインバブル
を適用し，界面活性剤の繊維への浸透を高め，汚れ落ちをよく
するという技術である。 
ほかには，抗菌能力をもつ銀イオンを含む水をダイナミック
シャワーで注ぎ，洗剤液をしっかり浸透させて洗う方式（「ザ
ブーン洗浄」）を採用している。「ザブーン」とはダイナミック
にシャワーのように洗濯物に水を注ぐことを表現している。こ
れまでも「節水ザブーン洗浄」や「快速ザブーン洗浄」という
呼称も使われてきたが，2009 年に東芝が洗濯機のブランド名
称に「ZABOON」を採用したことに由来している。水の力を
利用していることがよく伝わるネーミングである。 
(4)シャープ 
2017 年のカタログに大きく取り上げられているのはドラム
式の「マイクロ高圧洗浄（シャワー）」である。水道水を，高
圧給水ノズルで毎秒 100 万個以上の小さな水滴にして勢いよ
く衣類にふきかけるというもので，2015 年に業界初として搭
載された。それ以前は「循環ワイドシャワー」や「Ｗ循環シャ
ワー」という方式で吹きかけることで洗剤の浸透を高めていた。 
タテ型では「穴なしサイクロン洗浄」という，シャープが特
許を持っていて，他社にはない，穴なしの洗濯槽を活かした方
式を採用している。通常洗濯槽の側面には脱水の水を排出する
ための穴があるが，槽の側面に傾斜を付けることで，脱水時の
水を槽上部に上昇させて排水するしくみを取っている（この洗
濯槽をシャープは 1992 年より搭載している）。 
 
3-2 高温洗浄 
ドラム式洗濯機は密閉性が高いため，欧州の機種には 95℃
での洗浄ができるなど，高温洗浄の機能を備えたものは多いが，
日本の洗濯機では洗濯用水を洗濯機で温めるという機能は搭載
できていなかった。しかしながら最近は，40℃で洗浄できる機
能や，60℃で殺菌目的で洗浄できる機能の洗濯機が登場した。
温度が高い方が，汚れ落ちという観点からも，洗剤の酵素の活
性を高めるという観点からも有効である。また，取扱い表示に
も 40℃でも洗えるとなっている衣類も多い。これまで風呂の
残り湯や別途沸かした湯を使っていたことに比べ便利になって
いる。ただし，温度が高いと，色落ちなどのトラブルも増える
可能性があるので，注意が必要である。 
(1)パナソニック 
パナソニックは 2017 年のカタログにおいてドラム式に温水
で洗う機能を搭載し，泡洗浄と併せて「温水泡洗浄」としてい
る。2015 年夏発売の機種からの機能である。つけおきもでき
る 40℃での洗浄を行う。なお，白物のみの除菌を行う 60℃で
洗うコースも付加されている。2017 夏のカタログ掲載のタテ
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シャワーで注ぎ，洗剤液をしっかり浸透させて洗う方式（「ザ
ブーン洗浄」）を採用している。「ザブーン」とはダイナミック
にシャワーのように洗濯物に水を注ぐことを表現している。こ
れまでも「節水ザブーン洗浄」や「快速ザブーン洗浄」という
呼称も使われてきたが，2009 年に東芝が洗濯機のブランド名
称に「ZABOON」を採用したことに由来している。水の力を
利用していることがよく伝わるネーミングである。 
(4)シャープ 
2017 年のカタログに大きく取り上げられているのはドラム
式の「マイクロ高圧洗浄（シャワー）」である。水道水を，高
圧給水ノズルで毎秒 100 万個以上の小さな水滴にして勢いよ
く衣類にふきかけるというもので，2015 年に業界初として搭
載された。それ以前は「循環ワイドシャワー」や「Ｗ循環シャ
ワー」という方式で吹きかけることで洗剤の浸透を高めていた。 
タテ型では「穴なしサイクロン洗浄」という，シャープが特
許を持っていて，他社にはない，穴なしの洗濯槽を活かした方
式を採用している。通常洗濯槽の側面には脱水の水を排出する
ための穴があるが，槽の側面に傾斜を付けることで，脱水時の
水を槽上部に上昇させて排水するしくみを取っている（この洗
濯槽をシャープは 1992 年より搭載している）。 
 
3-2 高温洗浄 
ドラム式洗濯機は密閉性が高いため，欧州の機種には 95℃
での洗浄ができるなど，高温洗浄の機能を備えたものは多いが，
日本の洗濯機では洗濯用水を洗濯機で温めるという機能は搭載
できていなかった。しかしながら最近は，40℃で洗浄できる機
能や，60℃で殺菌目的で洗浄できる機能の洗濯機が登場した。
温度が高い方が，汚れ落ちという観点からも，洗剤の酵素の活
性を高めるという観点からも有効である。また，取扱い表示に
も 40℃でも洗えるとなっている衣類も多い。これまで風呂の
残り湯や別途沸かした湯を使っていたことに比べ便利になって
いる。ただし，温度が高いと，色落ちなどのトラブルも増える
可能性があるので，注意が必要である。 
(1)パナソニック 
パナソニックは 2017 年のカタログにおいてドラム式に温水
で洗う機能を搭載し，泡洗浄と併せて「温水泡洗浄」としてい
る。2015 年夏発売の機種からの機能である。つけおきもでき
る 40℃での洗浄を行う。なお，白物のみの除菌を行う 60℃で
洗うコースも付加されている。2017 夏のカタログ掲載のタテ
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型には「温風つけおきコース」（温風で 40℃まで衣類をあたた
めて洗う）が搭載された。 
(2)日立 
日立は 2005 年には洗剤の酵素が力を発揮する温度まで温風
で衣類を温めてから，循環水で洗浄するという「節水ホットビ
ート洗浄」方式を搭載し，2009 年以降は「ホット高洗浄」と
いう呼称となり，最近は「温め自動モード」という呼称として
いる。なお，3-1 (2)に示した「ナイアガラシャワー」も合わせ
て，2017 年現在では「温水ナイアガラ洗浄」として，温水ミ
ストを吹き付けて，衣類や洗剤液を温めて酵素機能が活性化す
るような機能としている。 
(3)東芝 
 東芝は，2006 年のドラム式において，ヒーターを使わず乾
燥機能と連動させた形での温水洗浄を実現していたが，2017
年時点においては，40℃の温水つけおきで，酵素を活性化して
黄ばみもすっきり，皮脂汚れも落とせるという「温水ザブーン
洗浄」を 2016 年の機種から搭載している。また併せて，銀イ
オンによる抗菌性能も付与している。東芝のカタログにおいて
銀イオンによる抗菌性を付与した機種が登場するのは 2016 年
である。 
銀イオンは様々なところで抗菌のために活用されてきたが，
衣類の除菌や防臭のために洗濯機において利用され始めたのは，
2002 年のシャープが家庭用洗濯機としては世界で初めてであ
った。7) 
(4)シャープ 
シャープの 2017 年のドラム式では，温風で衣類を温めてか
ら洗う「極め洗い」コースがある。これは 2016 年から採用し
ている。またタテ型でも「温風プラス洗浄」という機能を搭載
している機種が 2016 年から販売されている。 
 
3-3 機械力で洗浄効果を高める機能 
洗濯機で洗う場合の洗浄力は，洗剤の力だけではなく，洗
濯物をどう動かすか，どのような力をかけるのか，といった洗
濯機械力も重要である。従来から，タテ型においては，洗濯槽
のパルセーターの回転の制御の技術が進んだことで，各社様々
な水流を作り出し，洗濯物どうしの摩擦や水流によって汚れ落
としを促進してきた。 
ドラム式については，当初は，同一方向に均一な回転をす
るだけであったため，洗濯物はドラムの中で上にあがって，重
力で下に落ちるという「たたき洗い」の効果しかなかったが，
最近では，ドラムの動きを制御して，様々な力を洗濯物に与え
ることができるようになってきている。また，ドラムの回転に
併せて，水流を噴射するということも多く試されている。 
ドラム式は，洗濯槽が回転するので，洗濯物を遠心力で槽
の内壁に貼り付けることができ，そこに洗剤のシャワーを浴び
せることが可能である。一方，タテ型は，洗濯槽は回転せず，
洗濯物は水の中で動きながら洗われる。しかし，タテ型でも洗
濯槽を回転させる「遠心力洗濯機」という名称の機種が一時期
存在した。1998 年に松下が開発したもので，2002 年までその
名称が使われていた。洗濯槽自体を回転させ，遠心力で，洗濯
槽に貼り付いた衣類を洗剤液が通過するような水流を作って洗
う仕組みである。衣類を傷めずに洗えるのが特長であり，その
後もタテ型洗濯機による「おうちクリーニング」で採用されて
いる。 
(1)パナソニック 
パナソニックの 2017 年のカタログにおいてドラム式は「ス
ピンダンシング洗浄」という名称で，ドラムの回転を制御し，
「たたき洗い」，「もみ洗い」（ドラムを小刻みに往復回転させ
る方法による），「押し洗い」（ドラムに遠心力で貼り付けた衣
類に水流を当てる方法による）ができるようになっている。
2011 年までは「ダンシング洗浄」と称していたが，押し洗い
の機能が加わったことで「スピン」が加わった。このドラムの
反転運動ができるようになった機種は，2007 年に「世界初」
として発売された。また，ドラム内で衣類に洗剤液を浴びせる
機能も付加されており，2012 年秋以降は 7 本のシャワーを噴
射する「浸透ジェットシャワー」が，それ以前は水量が少ない
「全方位シャワー」の機能が搭載されている。なお，2010 年
以前はシャワーが２本の「Ｗジェットシャワー」，2008 年は１
本の「ジェット水流」という呼称であった。 
一方パナソニックのタテ型は，2017 年のカタログ記載の機
種では，「デュアルウェーブパルセーター」という大きな羽根
と小さな羽根を持ったパルセーターが，立体的な水流を起こし，
上下・内外方向に衣類が動いて入れ替わるようなしくみで，機
械力を発揮するようにしている。それ以前，2012 年には，や
はり立体水流を起こすことを目的に「ビッグウィングパルセー
ター」を採用している。 
(2)日立 
2017 年の日立のドラム式では，3-1 の(2)で述べた「ナイア
ガラ洗浄」という洗剤液のシャワーに伴って，ドラムの回転を
制御しての「たたき洗い」，「押し洗い」，「もみ洗い」ができる
仕組みとしている。もともと日立はドラム径が大きい（ビッグ
ドラムである）ので，ドラム内での落下距離が大きく，「たた
き洗い」が効果的であるが，2013 年に「ナイアガラ洗浄」を
搭載した際に，ドラムの高速回転で衣類をドラムに押し当てて
洗濯水を浴びせる「押し洗い」の機能が，2015 年からはドラ
ムを小刻みに反転させる機能が加わった。 
日立のタテ型は，3-1 の(2)で述べたビートウォッシュ方式で
あるが，洗濯槽底のビートウィングの形状や動きの制御により，
衣類を内外上下に動かし，「もみ洗い」，「たたき洗い」，「押し
洗い」ができるしくみになっている。このビートウィングの形
状は，2004 年のこの機種の当初の形から，2006 年には，小刻
みに衣類を動かすミニウィングを追加した「ダブルビートウィ
ング」に，2009 年には洗濯板効果を生むビートボールや小刻
みに衣類を動かすビートライン，大きく動かすビートスロープ
を持った「トリプルビートウィング」に，2012 年からは傾斜
部分を S 字状にした「S 字ビートウィング」に，2014 年から
 
は凸になっている部分を X 字状の形態にした「ビートウィン
グ X」に発展してきている。 
(3)東芝 
東芝のドラム式の 2017 年のカタログでも，「ダイナミック
たたき洗い」「ダイナミック遠心洗い」「ダイナミック押し洗
い」という名称で，３種類の機械力による洗い方ができると紹
介されている。2015 年以前は「ダイナミック」ではなく「パ
ワフル」という語が使われており，「遠心洗い」は 2010 年か
ら，「手もみ洗い」(2012 年以降は「押し洗い」）が 2007 年か
ら加わった。 
2017 年夏のカタログにおいてタテ型では「ザブーン水流」
と称し，パルセーターとモーターでパワフルな水流を生み出す
ことで機械力を出している。パルセーターは「ザブーンパル
3」という名称で，羽根を左右非対称にすることで，回転方向
に応じて押し上げ水流と引き込み水流が生じ，衣類が入れ替わ
るとしている。2017 年春以前 2013 年以降のカタログでは同
様の機能を持つ旧型の「メガスクリューパル」「スクリューパ
ル」「ザブーンパル」が紹介され，それ以前は，水流が強力で
あることの記載であったが，近年はより細やかな水流制御がで
きるとしている。 
(4)シャープ 
2017 年・16 年のシャープカタログにおいて，ドラム式洗濯
機の説明ページは 3 ページのみであり，どのような機械力を用
いて洗っているのかの記述は無かったが，2015 年以前には
「たたき洗い」，「遠心力」，「こすり洗い」を用いている旨の記
載があり，それが継続しているものと考えられる。2013 年以
前のカタログには「トリプル洗浄」という名称で「スピード浸
透もみ洗い」，「シャッフル＆スクラブたたき洗い」，「遠心押し
洗い」の機能搭載の記載があったが，2011 年以前は「たたき
洗い」のみであり，その後に新に搭載されたと考えられる。 
シャープのタテ型は「穴なしサイクロン洗浄」と称し，イ
ルカの形状を応用した「パワフルドルフィンパル」というパル
セーターによる巻き上げ水流でしっかり洗浄するとしている。
2015 年のカタログには「W ウイングドルフィンパル」，2013
年のカタログには「ドルフィンパル」という名称で，改良前の
形状が使われていることがわかる。 
(5)アクア 
2017年のカタログにおいては，独自の「ツインパルセータ
ー」で強力な水流を生み出すしくみを採用している。 
 
3-4 おしゃれ着洗いの機能 
1995年に松下（現パナソニック）は，取扱い絵表示が，水洗
い×でドライマークである衣類が自宅で洗える「おうちクリー
ニングコース」を搭載した洗濯機を発売し，水洗い×の表示が
ついている衣類の中にも洗えるものがあるとした。おしゃれ着
の中には，家庭で乱暴に洗濯されるのを嫌って，水洗い×のマ
ーク（図2）をつける（過保護表示をする）傾向がアパレル側
にあったため，水洗い×の表示の衣類でも実際には家庭で洗え
るものが少なからず存在していた。洗濯機で洗う場合は，機械
力が強いのでトラブルを引き起こす可能性があったが，この機
種では，洗濯槽の底に置いた衣類に上から滝のように水をかけ
るという方法で，衣類を動かさず，ほとんど機械力をかけずに
洗濯機で洗うというものであった。収縮や型崩れなどのトラブ
ルが起こることも心配されたが，そのような事態には至らず，
その後各社とも「ドライマークコース」(東芝)や「ドライコー
ス」(シャープ，日立)，「ホームドライコース」(三洋)という
名称の洗濯機械力を下げたコースを搭載して追随した。2017
年現在では東芝は「おしゃれ着コース」，日立は「デリケート
コース」や「ドライコース」，シャープは「ホームクリーニン
グコース」（最近まで「ドライコース」），という名称を用い
ている。 
 
     
図2 旧表示の水洗い不可の記号(左)および 
新表示の家庭洗濯不可の記号(右)  
 
2016年12月から，衣類には必ずついている洗濯の方法など
を示した「取扱い絵表示」が，国際的な表示との整合化を図る
べく「取扱い表示」と名称も変え新しくなった（JIS L 0001が
新に制定され，その表示を用いることになった）。その表示は，
従来（JIL L 0217によるもの）が「取扱い方法を指示」という
指示(推奨)表示であったのに対し，「回復不可能な損傷を起こ
さない最も厳しい処理・操作に関する情報を提供」となったこ
とや，×をつけるなら，根拠に基づく裏付けを持つことが望ま
しい」との注記があることから，今後は家庭洗濯×の表示（図
2）の衣類で実際には水洗いできるものは無いということにな
るはずである。パナソニックは2016年秋のカタログから，お
うちクリーニングで洗える衣類は，旧表示では水洗い×でも洗
えるものがあるとする一方，新表示の家庭洗濯×のものに洗え
るものがあるとの記載はしておらず，新表示の考え方に則って
いる。このことは，従来が水洗い×でも洗えるものがあったと
いう消費者にとって混乱を来すことは無くなることが期待され
るが，アパレル側が過保護表示を避け，適性に表示をつけない
限り，これまでと同様の事態になる懸念もある。 
水洗い×の衣類も洗えるとしていた「ドライコース」という
名称は，あたかもドライクリーニングが家庭でできるような印
象を与えるが，ドライクリーニングとは，石油など水とは異な
る油性の有機溶剤を用いる洗浄方法で，家庭で行うことはでき
ない。このようなことから，今後は，「ドライ」という語は使
わない，「おしゃれ着洗いコース」といった実質的な名称に変
更されるものと考えられる。 
 
3-5 乾燥機能 
もともと洗濯後の機械乾燥は，洗濯機の上の棚に別途設置す
るような専用の乾燥機で行われてきた。その方式は，ドラム式
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型には「温風つけおきコース」（温風で 40℃まで衣類をあたた
めて洗う）が搭載された。 
(2)日立 
日立は 2005 年には洗剤の酵素が力を発揮する温度まで温風
で衣類を温めてから，循環水で洗浄するという「節水ホットビ
ート洗浄」方式を搭載し，2009 年以降は「ホット高洗浄」と
いう呼称となり，最近は「温め自動モード」という呼称として
いる。なお，3-1 (2)に示した「ナイアガラシャワー」も合わせ
て，2017 年現在では「温水ナイアガラ洗浄」として，温水ミ
ストを吹き付けて，衣類や洗剤液を温めて酵素機能が活性化す
るような機能としている。 
(3)東芝 
 東芝は，2006 年のドラム式において，ヒーターを使わず乾
燥機能と連動させた形での温水洗浄を実現していたが，2017
年時点においては，40℃の温水つけおきで，酵素を活性化して
黄ばみもすっきり，皮脂汚れも落とせるという「温水ザブーン
洗浄」を 2016 年の機種から搭載している。また併せて，銀イ
オンによる抗菌性能も付与している。東芝のカタログにおいて
銀イオンによる抗菌性を付与した機種が登場するのは 2016 年
である。 
銀イオンは様々なところで抗菌のために活用されてきたが，
衣類の除菌や防臭のために洗濯機において利用され始めたのは，
2002 年のシャープが家庭用洗濯機としては世界で初めてであ
った。7) 
(4)シャープ 
シャープの 2017 年のドラム式では，温風で衣類を温めてか
ら洗う「極め洗い」コースがある。これは 2016 年から採用し
ている。またタテ型でも「温風プラス洗浄」という機能を搭載
している機種が 2016 年から販売されている。 
 
3-3 機械力で洗浄効果を高める機能 
洗濯機で洗う場合の洗浄力は，洗剤の力だけではなく，洗
濯物をどう動かすか，どのような力をかけるのか，といった洗
濯機械力も重要である。従来から，タテ型においては，洗濯槽
のパルセーターの回転の制御の技術が進んだことで，各社様々
な水流を作り出し，洗濯物どうしの摩擦や水流によって汚れ落
としを促進してきた。 
ドラム式については，当初は，同一方向に均一な回転をす
るだけであったため，洗濯物はドラムの中で上にあがって，重
力で下に落ちるという「たたき洗い」の効果しかなかったが，
最近では，ドラムの動きを制御して，様々な力を洗濯物に与え
ることができるようになってきている。また，ドラムの回転に
併せて，水流を噴射するということも多く試されている。 
ドラム式は，洗濯槽が回転するので，洗濯物を遠心力で槽
の内壁に貼り付けることができ，そこに洗剤のシャワーを浴び
せることが可能である。一方，タテ型は，洗濯槽は回転せず，
洗濯物は水の中で動きながら洗われる。しかし，タテ型でも洗
濯槽を回転させる「遠心力洗濯機」という名称の機種が一時期
存在した。1998 年に松下が開発したもので，2002 年までその
名称が使われていた。洗濯槽自体を回転させ，遠心力で，洗濯
槽に貼り付いた衣類を洗剤液が通過するような水流を作って洗
う仕組みである。衣類を傷めずに洗えるのが特長であり，その
後もタテ型洗濯機による「おうちクリーニング」で採用されて
いる。 
(1)パナソニック 
パナソニックの 2017 年のカタログにおいてドラム式は「ス
ピンダンシング洗浄」という名称で，ドラムの回転を制御し，
「たたき洗い」，「もみ洗い」（ドラムを小刻みに往復回転させ
る方法による），「押し洗い」（ドラムに遠心力で貼り付けた衣
類に水流を当てる方法による）ができるようになっている。
2011 年までは「ダンシング洗浄」と称していたが，押し洗い
の機能が加わったことで「スピン」が加わった。このドラムの
反転運動ができるようになった機種は，2007 年に「世界初」
として発売された。また，ドラム内で衣類に洗剤液を浴びせる
機能も付加されており，2012 年秋以降は 7 本のシャワーを噴
射する「浸透ジェットシャワー」が，それ以前は水量が少ない
「全方位シャワー」の機能が搭載されている。なお，2010 年
以前はシャワーが２本の「Ｗジェットシャワー」，2008 年は１
本の「ジェット水流」という呼称であった。 
一方パナソニックのタテ型は，2017 年のカタログ記載の機
種では，「デュアルウェーブパルセーター」という大きな羽根
と小さな羽根を持ったパルセーターが，立体的な水流を起こし，
上下・内外方向に衣類が動いて入れ替わるようなしくみで，機
械力を発揮するようにしている。それ以前，2012 年には，や
はり立体水流を起こすことを目的に「ビッグウィングパルセー
ター」を採用している。 
(2)日立 
2017 年の日立のドラム式では，3-1 の(2)で述べた「ナイア
ガラ洗浄」という洗剤液のシャワーに伴って，ドラムの回転を
制御しての「たたき洗い」，「押し洗い」，「もみ洗い」ができる
仕組みとしている。もともと日立はドラム径が大きい（ビッグ
ドラムである）ので，ドラム内での落下距離が大きく，「たた
き洗い」が効果的であるが，2013 年に「ナイアガラ洗浄」を
搭載した際に，ドラムの高速回転で衣類をドラムに押し当てて
洗濯水を浴びせる「押し洗い」の機能が，2015 年からはドラ
ムを小刻みに反転させる機能が加わった。 
日立のタテ型は，3-1 の(2)で述べたビートウォッシュ方式で
あるが，洗濯槽底のビートウィングの形状や動きの制御により，
衣類を内外上下に動かし，「もみ洗い」，「たたき洗い」，「押し
洗い」ができるしくみになっている。このビートウィングの形
状は，2004 年のこの機種の当初の形から，2006 年には，小刻
みに衣類を動かすミニウィングを追加した「ダブルビートウィ
ング」に，2009 年には洗濯板効果を生むビートボールや小刻
みに衣類を動かすビートライン，大きく動かすビートスロープ
を持った「トリプルビートウィング」に，2012 年からは傾斜
部分を S 字状にした「S 字ビートウィング」に，2014 年から
 
は凸になっている部分を X 字状の形態にした「ビートウィン
グ X」に発展してきている。 
(3)東芝 
東芝のドラム式の 2017 年のカタログでも，「ダイナミック
たたき洗い」「ダイナミック遠心洗い」「ダイナミック押し洗
い」という名称で，３種類の機械力による洗い方ができると紹
介されている。2015 年以前は「ダイナミック」ではなく「パ
ワフル」という語が使われており，「遠心洗い」は 2010 年か
ら，「手もみ洗い」(2012 年以降は「押し洗い」）が 2007 年か
ら加わった。 
2017 年夏のカタログにおいてタテ型では「ザブーン水流」
と称し，パルセーターとモーターでパワフルな水流を生み出す
ことで機械力を出している。パルセーターは「ザブーンパル
3」という名称で，羽根を左右非対称にすることで，回転方向
に応じて押し上げ水流と引き込み水流が生じ，衣類が入れ替わ
るとしている。2017 年春以前 2013 年以降のカタログでは同
様の機能を持つ旧型の「メガスクリューパル」「スクリューパ
ル」「ザブーンパル」が紹介され，それ以前は，水流が強力で
あることの記載であったが，近年はより細やかな水流制御がで
きるとしている。 
(4)シャープ 
2017 年・16 年のシャープカタログにおいて，ドラム式洗濯
機の説明ページは 3 ページのみであり，どのような機械力を用
いて洗っているのかの記述は無かったが，2015 年以前には
「たたき洗い」，「遠心力」，「こすり洗い」を用いている旨の記
載があり，それが継続しているものと考えられる。2013 年以
前のカタログには「トリプル洗浄」という名称で「スピード浸
透もみ洗い」，「シャッフル＆スクラブたたき洗い」，「遠心押し
洗い」の機能搭載の記載があったが，2011 年以前は「たたき
洗い」のみであり，その後に新に搭載されたと考えられる。 
シャープのタテ型は「穴なしサイクロン洗浄」と称し，イ
ルカの形状を応用した「パワフルドルフィンパル」というパル
セーターによる巻き上げ水流でしっかり洗浄するとしている。
2015 年のカタログには「W ウイングドルフィンパル」，2013
年のカタログには「ドルフィンパル」という名称で，改良前の
形状が使われていることがわかる。 
(5)アクア 
2017年のカタログにおいては，独自の「ツインパルセータ
ー」で強力な水流を生み出すしくみを採用している。 
 
3-4 おしゃれ着洗いの機能 
1995年に松下（現パナソニック）は，取扱い絵表示が，水洗
い×でドライマークである衣類が自宅で洗える「おうちクリー
ニングコース」を搭載した洗濯機を発売し，水洗い×の表示が
ついている衣類の中にも洗えるものがあるとした。おしゃれ着
の中には，家庭で乱暴に洗濯されるのを嫌って，水洗い×のマ
ーク（図2）をつける（過保護表示をする）傾向がアパレル側
にあったため，水洗い×の表示の衣類でも実際には家庭で洗え
るものが少なからず存在していた。洗濯機で洗う場合は，機械
力が強いのでトラブルを引き起こす可能性があったが，この機
種では，洗濯槽の底に置いた衣類に上から滝のように水をかけ
るという方法で，衣類を動かさず，ほとんど機械力をかけずに
洗濯機で洗うというものであった。収縮や型崩れなどのトラブ
ルが起こることも心配されたが，そのような事態には至らず，
その後各社とも「ドライマークコース」(東芝)や「ドライコー
ス」(シャープ，日立)，「ホームドライコース」(三洋)という
名称の洗濯機械力を下げたコースを搭載して追随した。2017
年現在では東芝は「おしゃれ着コース」，日立は「デリケート
コース」や「ドライコース」，シャープは「ホームクリーニン
グコース」（最近まで「ドライコース」），という名称を用い
ている。 
 
     
図2 旧表示の水洗い不可の記号(左)および 
新表示の家庭洗濯不可の記号(右)  
 
2016年12月から，衣類には必ずついている洗濯の方法など
を示した「取扱い絵表示」が，国際的な表示との整合化を図る
べく「取扱い表示」と名称も変え新しくなった（JIS L 0001が
新に制定され，その表示を用いることになった）。その表示は，
従来（JIL L 0217によるもの）が「取扱い方法を指示」という
指示(推奨)表示であったのに対し，「回復不可能な損傷を起こ
さない最も厳しい処理・操作に関する情報を提供」となったこ
とや，×をつけるなら，根拠に基づく裏付けを持つことが望ま
しい」との注記があることから，今後は家庭洗濯×の表示（図
2）の衣類で実際には水洗いできるものは無いということにな
るはずである。パナソニックは2016年秋のカタログから，お
うちクリーニングで洗える衣類は，旧表示では水洗い×でも洗
えるものがあるとする一方，新表示の家庭洗濯×のものに洗え
るものがあるとの記載はしておらず，新表示の考え方に則って
いる。このことは，従来が水洗い×でも洗えるものがあったと
いう消費者にとって混乱を来すことは無くなることが期待され
るが，アパレル側が過保護表示を避け，適性に表示をつけない
限り，これまでと同様の事態になる懸念もある。 
水洗い×の衣類も洗えるとしていた「ドライコース」という
名称は，あたかもドライクリーニングが家庭でできるような印
象を与えるが，ドライクリーニングとは，石油など水とは異な
る油性の有機溶剤を用いる洗浄方法で，家庭で行うことはでき
ない。このようなことから，今後は，「ドライ」という語は使
わない，「おしゃれ着洗いコース」といった実質的な名称に変
更されるものと考えられる。 
 
3-5 乾燥機能 
もともと洗濯後の機械乾燥は，洗濯機の上の棚に別途設置す
るような専用の乾燥機で行われてきた。その方式は，ドラム式
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であるが，日本の洗濯機でもドラム式が発売されたことで，乾
燥機能を付加することが容易になった。 
日本におけるドラム式洗濯機の発売は，かなり以前から為さ
れていたが，本格的に普及してきたのは，1995年にシャープ
が海外メーカーのOEM商品を「新乾洗」というネーミングで
発売して以降であった。ただ，人気が出始めたのは2000年以
降に，各社がデザイン性の高い機種を発売してからであった。 
乾燥機能はその名称からもわかるように，上記の「新乾洗」
からついており，以降どのドラム式乾燥機にも搭載されてきた。
その結果，家電製品としての品名が「洗濯機」から「洗濯乾燥
機」となった。当初1995年のシャープ「新乾洗」は「全自動
一体型乾燥洗濯機」という呼称だったが，次第に「洗濯乾燥
機」となった。1999年松下のカタログには「ドラム式洗濯乾
燥機」，日立の1999年のカタログには「全自動洗濯乾燥機」，
東芝の2001年のカタログには小さい字で「ドラム式洗濯乾燥
機」の表記がある。三洋は2002年のドラム式の発売時から
「ドラム式洗濯乾燥機」という品名を用いている。現在では，
各社とも，「ドラム式洗濯乾燥機」，「タテ型洗濯乾燥機」，
「全自動洗濯機」（タテ型の乾燥機能のないもの）という種別
としている。 
なお，タテ型洗濯機の乾燥機能については，2000年に松下
が一槽式のタテ型洗濯機としては世界発として発売して以降，
各社乾燥機能を搭載している。ただ，実は，1960年の三洋の
二槽式洗濯機の脱水槽に熱風乾燥装置が組み込まれていた。脱
水槽の中で乾燥させるとかなりのシワがつくことや，我が国は
物干しで自然乾燥させるのが習慣であったことからか，乾燥機
能のない機種が主流となっていった。8) 
当初の乾燥方式は，ヒーターによるものであったが，ヒート
ポンプ式の乾燥方式（除湿器やエアコンと同等の方式で洗濯物
の水気を取る方式）が2005年に松下のドラム式に採用された。
2005年12月のカタログには「世界初」「乾燥の技術革命」と6
ページを使ってその利点を示している。 
その後，東芝が2007年から，シャープが2012年からヒート
ポンプ式乾燥方式を搭載している。なお，東芝の当初の機種で
は洗濯室の冷房や暖房ができる（洗濯機前面から冷風や温風が
出る）機能がついているものがあったが，2年ほどでその搭載
は終わった。 
 2017年の時点で，今回の調査対象とした4社のうち，ドラム
式にヒートポンプ式乾燥方式を全く採用していないのは日立の
みである。ただ，日立は「ビッグドラム」（2006年投入）の
利点を活かし「風アイロン」という呼称（2007年から使用，
それまでは「ビッグドラム乾燥」）でアイロンがけなしでその
まま着られる仕上がりになるとしている。時速300kmの高速
風を温度をコントロールしながら当てるというもので，特に乾
燥する衣類の量が少ない場合はより効果的であることを，カタ
ログに実際の衣類の写真を載せて強調している。 
 シャープの最近のドラム式では，ヒートポンプ乾燥をしなが
ら，乾燥の始めと終了時にヒーター乾燥を行う，ハイブリッド
乾燥方式を採用し，「ぽかぽかおひさま乾燥」とのネーミング
をつけている。 
 
3-6 清潔や，省エネ・節水に関する機能 
 洗濯機は，洗浄や乾燥の機能さえ充実していればよいという
訳ではなく，洗濯槽にカビがはえないなどの清潔さをもたらす
機能や省エネ・節水も重要である。 
(1)パナソニック 
 2017年のパナソニックのカタログ搭載機種では，すすぎ前
に自動槽洗浄を行ったり，脱水時にドラム外槽を噴射水で洗浄
したり，洗濯するたびに自動お手入れができるようになってい
る。また，ナノイーによって黒カビを押さえる機能を搭載した
機種もある。省エネについては，「エコナビ」という機能で，
汚れの程度や衣類の質・量を見分け，洗い過ぎにならないよう，
乾かし過ぎにならないようにしている。 
(2)日立 
 2017年のカタログの日立の製品では，ドラム式もタテ型も，
すすぎのあとにきれいな水道水で洗う「自動おそうじ」という
機能を搭載している。ドラム式の省エネについては，熱のリサ
イクル，節水については強力循環ポンプで実現している。 
(3)東芝 
 2017年の東芝のカタログ搭載機種では，ドラムや洗濯槽に
黒カビの原因になる汚れがつかないよう防汚コートがなされて
いたり，銀イオンを含む抗菌水で自動おそうじができる機能が
搭載されていたりする。省エネについては，センサーで見張り，
洗濯物の量，布質，温度を見極め，効率よく運転する「ecoモ
ード」を搭載している。 
(4)シャープ 
 シャープ独自のプラズマクラスターを多くの機種に搭載し，
消臭や水で洗えない衣類の除菌，洗濯槽のお手入れに活用でき
るようになっている。シャープのタテ型の洗濯槽は3-1の(4)で
述べたように，洗濯槽に脱水用の穴が無いため外槽についた黒
カビや汚れが槽内に侵入しない。洗濯槽と外槽の間に水がたま
らないことから節水にもつながっている。また，タテ型もドラ
ム式も各種センサーによって洗濯物の量に応じて，節水や時間
短縮をしている。 
(5)アクア 
 三洋時代の「空気で洗う」と称し，オゾンによる除菌・消臭
の機能を搭載していたが，アクアでも「オゾンすすぎ」や水を
用いずに洗う「エアウォッシュ」の機能が最近まで用いられて
いた。 
 
4.結語 
どの製品についてもあてはまることであろうが，洗濯機につ
いても，一社が優れた技術開発をすれば，他社もそれに追随す
るという傾向がある。一槽式が二槽式になり全自動になる，水
洗い×の衣類が家庭で洗える，日本では馴染みがなかったドラ
ム式が導入される，といった洗濯機の発展の大きな流れは，業
 
界全体として動いてきた。最近の機種についても，乾燥機能と
してヒートポンプ式が導入される，洗濯槽の除菌やカビの防止，
節水，ドラム式におけるドラムの動きの制御が細やかになる，
温水で洗う，様々なセンサー機能で制御する，といったことも
同様であり，結果的に各社のカタログを比較しても類似した機
能が並ぶ。各メーカーとも技術開発にしのぎを削っており，実
現したい機能も明白であることから，このようなことになって
いると推測される。 
その結果，上位機種は豊富な機能が搭載され，そのこと自体
は喜ばしいことではあるが，使わない機能も多かったり，使え
なかったりするということも起こりうる。また，技術力の高い
日本の家電メーカーであり，特に白物家電は，海外のメーカー
が入り込む余地が少なかった中，近年は日本の家電メーカーの
苦境を耳にすることが多くなった。今後の洗濯機の進展がどの
ようなものになるか注目していきたい。 
また，2016年12月から取扱い表示が新しくなり，上限表示
でもあることから，どの表示の場合にどのような洗い方をすれ
ばよいのか，消費者はなかなか判断がつきにくくなることが予
測される。我が国において洗濯用水の水質が，硬水が多い海外
とは異なり軟水のため，洗濯機械力をそれほどかける必要がな
く，そのため，我が国の洗濯機の標準コースが発揮する機械力
も欧米に比べて弱い。新取扱い表示において「洗濯機で通常の
洗濯処理」となっている処理は，欧米の基準であり，我が国の
洗濯機が標準コースで処理する強さは，取扱い表示において
「弱い洗濯処理」に相当する。「標準コース」の「標準」の呼
称と取扱い表示の意味との整合性がとれなくなっている。また，
日本の高度な技術により，「手洗い」指定の衣類を洗濯機で手
洗い相当の弱い機械力で洗うこともできる。これも，表示の意
味することと異なり，消費者の理解が及ばない可能性がある。
メーカーは販売中の機種の場合は取扱い説明書で，販売済の機
種についてはwebサイトで，新取扱い表示のどのマークが自社
の洗濯機のどのコースで洗えるのかを示している。 
洗剤も多種多様になり，洗濯機の機能も豊富になっている中，
適切な洗濯を行うためには，消費者には正しい知識の理解が求
められる。 
 
注記 
2014年度にテーマを与え指導を行った生活環境学科4年(当
時)の植芝美帆さんの卒業研究を一部参考にした。 
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であるが，日本の洗濯機でもドラム式が発売されたことで，乾
燥機能を付加することが容易になった。 
日本におけるドラム式洗濯機の発売は，かなり以前から為さ
れていたが，本格的に普及してきたのは，1995年にシャープ
が海外メーカーのOEM商品を「新乾洗」というネーミングで
発売して以降であった。ただ，人気が出始めたのは2000年以
降に，各社がデザイン性の高い機種を発売してからであった。 
乾燥機能はその名称からもわかるように，上記の「新乾洗」
からついており，以降どのドラム式乾燥機にも搭載されてきた。
その結果，家電製品としての品名が「洗濯機」から「洗濯乾燥
機」となった。当初1995年のシャープ「新乾洗」は「全自動
一体型乾燥洗濯機」という呼称だったが，次第に「洗濯乾燥
機」となった。1999年松下のカタログには「ドラム式洗濯乾
燥機」，日立の1999年のカタログには「全自動洗濯乾燥機」，
東芝の2001年のカタログには小さい字で「ドラム式洗濯乾燥
機」の表記がある。三洋は2002年のドラム式の発売時から
「ドラム式洗濯乾燥機」という品名を用いている。現在では，
各社とも，「ドラム式洗濯乾燥機」，「タテ型洗濯乾燥機」，
「全自動洗濯機」（タテ型の乾燥機能のないもの）という種別
としている。 
なお，タテ型洗濯機の乾燥機能については，2000年に松下
が一槽式のタテ型洗濯機としては世界発として発売して以降，
各社乾燥機能を搭載している。ただ，実は，1960年の三洋の
二槽式洗濯機の脱水槽に熱風乾燥装置が組み込まれていた。脱
水槽の中で乾燥させるとかなりのシワがつくことや，我が国は
物干しで自然乾燥させるのが習慣であったことからか，乾燥機
能のない機種が主流となっていった。8) 
当初の乾燥方式は，ヒーターによるものであったが，ヒート
ポンプ式の乾燥方式（除湿器やエアコンと同等の方式で洗濯物
の水気を取る方式）が2005年に松下のドラム式に採用された。
2005年12月のカタログには「世界初」「乾燥の技術革命」と6
ページを使ってその利点を示している。 
その後，東芝が2007年から，シャープが2012年からヒート
ポンプ式乾燥方式を搭載している。なお，東芝の当初の機種で
は洗濯室の冷房や暖房ができる（洗濯機前面から冷風や温風が
出る）機能がついているものがあったが，2年ほどでその搭載
は終わった。 
 2017年の時点で，今回の調査対象とした4社のうち，ドラム
式にヒートポンプ式乾燥方式を全く採用していないのは日立の
みである。ただ，日立は「ビッグドラム」（2006年投入）の
利点を活かし「風アイロン」という呼称（2007年から使用，
それまでは「ビッグドラム乾燥」）でアイロンがけなしでその
まま着られる仕上がりになるとしている。時速300kmの高速
風を温度をコントロールしながら当てるというもので，特に乾
燥する衣類の量が少ない場合はより効果的であることを，カタ
ログに実際の衣類の写真を載せて強調している。 
 シャープの最近のドラム式では，ヒートポンプ乾燥をしなが
ら，乾燥の始めと終了時にヒーター乾燥を行う，ハイブリッド
乾燥方式を採用し，「ぽかぽかおひさま乾燥」とのネーミング
をつけている。 
 
3-6 清潔や，省エネ・節水に関する機能 
 洗濯機は，洗浄や乾燥の機能さえ充実していればよいという
訳ではなく，洗濯槽にカビがはえないなどの清潔さをもたらす
機能や省エネ・節水も重要である。 
(1)パナソニック 
 2017年のパナソニックのカタログ搭載機種では，すすぎ前
に自動槽洗浄を行ったり，脱水時にドラム外槽を噴射水で洗浄
したり，洗濯するたびに自動お手入れができるようになってい
る。また，ナノイーによって黒カビを押さえる機能を搭載した
機種もある。省エネについては，「エコナビ」という機能で，
汚れの程度や衣類の質・量を見分け，洗い過ぎにならないよう，
乾かし過ぎにならないようにしている。 
(2)日立 
 2017年のカタログの日立の製品では，ドラム式もタテ型も，
すすぎのあとにきれいな水道水で洗う「自動おそうじ」という
機能を搭載している。ドラム式の省エネについては，熱のリサ
イクル，節水については強力循環ポンプで実現している。 
(3)東芝 
 2017年の東芝のカタログ搭載機種では，ドラムや洗濯槽に
黒カビの原因になる汚れがつかないよう防汚コートがなされて
いたり，銀イオンを含む抗菌水で自動おそうじができる機能が
搭載されていたりする。省エネについては，センサーで見張り，
洗濯物の量，布質，温度を見極め，効率よく運転する「ecoモ
ード」を搭載している。 
(4)シャープ 
 シャープ独自のプラズマクラスターを多くの機種に搭載し，
消臭や水で洗えない衣類の除菌，洗濯槽のお手入れに活用でき
るようになっている。シャープのタテ型の洗濯槽は3-1の(4)で
述べたように，洗濯槽に脱水用の穴が無いため外槽についた黒
カビや汚れが槽内に侵入しない。洗濯槽と外槽の間に水がたま
らないことから節水にもつながっている。また，タテ型もドラ
ム式も各種センサーによって洗濯物の量に応じて，節水や時間
短縮をしている。 
(5)アクア 
 三洋時代の「空気で洗う」と称し，オゾンによる除菌・消臭
の機能を搭載していたが，アクアでも「オゾンすすぎ」や水を
用いずに洗う「エアウォッシュ」の機能が最近まで用いられて
いた。 
 
4.結語 
どの製品についてもあてはまることであろうが，洗濯機につ
いても，一社が優れた技術開発をすれば，他社もそれに追随す
るという傾向がある。一槽式が二槽式になり全自動になる，水
洗い×の衣類が家庭で洗える，日本では馴染みがなかったドラ
ム式が導入される，といった洗濯機の発展の大きな流れは，業
 
界全体として動いてきた。最近の機種についても，乾燥機能と
してヒートポンプ式が導入される，洗濯槽の除菌やカビの防止，
節水，ドラム式におけるドラムの動きの制御が細やかになる，
温水で洗う，様々なセンサー機能で制御する，といったことも
同様であり，結果的に各社のカタログを比較しても類似した機
能が並ぶ。各メーカーとも技術開発にしのぎを削っており，実
現したい機能も明白であることから，このようなことになって
いると推測される。 
その結果，上位機種は豊富な機能が搭載され，そのこと自体
は喜ばしいことではあるが，使わない機能も多かったり，使え
なかったりするということも起こりうる。また，技術力の高い
日本の家電メーカーであり，特に白物家電は，海外のメーカー
が入り込む余地が少なかった中，近年は日本の家電メーカーの
苦境を耳にすることが多くなった。今後の洗濯機の進展がどの
ようなものになるか注目していきたい。 
また，2016年12月から取扱い表示が新しくなり，上限表示
でもあることから，どの表示の場合にどのような洗い方をすれ
ばよいのか，消費者はなかなか判断がつきにくくなることが予
測される。我が国において洗濯用水の水質が，硬水が多い海外
とは異なり軟水のため，洗濯機械力をそれほどかける必要がな
く，そのため，我が国の洗濯機の標準コースが発揮する機械力
も欧米に比べて弱い。新取扱い表示において「洗濯機で通常の
洗濯処理」となっている処理は，欧米の基準であり，我が国の
洗濯機が標準コースで処理する強さは，取扱い表示において
「弱い洗濯処理」に相当する。「標準コース」の「標準」の呼
称と取扱い表示の意味との整合性がとれなくなっている。また，
日本の高度な技術により，「手洗い」指定の衣類を洗濯機で手
洗い相当の弱い機械力で洗うこともできる。これも，表示の意
味することと異なり，消費者の理解が及ばない可能性がある。
メーカーは販売中の機種の場合は取扱い説明書で，販売済の機
種についてはwebサイトで，新取扱い表示のどのマークが自社
の洗濯機のどのコースで洗えるのかを示している。 
洗剤も多種多様になり，洗濯機の機能も豊富になっている中，
適切な洗濯を行うためには，消費者には正しい知識の理解が求
められる。 
 
注記 
2014年度にテーマを与え指導を行った生活環境学科4年(当
時)の植芝美帆さんの卒業研究を一部参考にした。 
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